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概要 
政府は 2002 年に「バイオマス・ニッポン総合戦略」を策定したが、今世紀の中頃には石油が枯渇する
との予測の中、代替となる資源・エネルギーとしてセルロースなどのバイオマスの重要性が見直され
ている。本研究はセルロースを溶剤に溶解した均一系、またはフィルム（セロハン）での化学反応に
よる機能化を目的としている。例として、均一系でのε-カプロラクトン（CL）のグラフト重合を式に
示す。 
 
 
 
この反応は熱可塑性の生分解セルロース誘導体の生成を意図したものであるが、CL の重合の外、長鎖
のアルキル基を結合させることによっても熱可塑性にすることが可能である。 
セロハンについては、生体適合性について検討している。新しい生体適合性高分子として見出された
ポリ（アクリル酸２－メトキシエチル）（PMEA）のグラフト化を試みている。 －（CH2-CH）ｎ－ 
 新規性：・セルロースの新規溶剤としてのフッ化テトラブチルアンモニ      │  
      ウム（TBAF）／DMSO を利用する。                  COOC2H4OCH3
     ・新しい生体適合性高分子としての PMEA のグラフト化を行う。      PMEA 
均一系反応について： 
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関連する特許 1件  
関連する論文 1編 Graft Polymerization of Cyclic Compounds on Cellulose 
Dissolved in TBAF/DMSO, Sen-I Gakkaishi, 59, 110(2003) 
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